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来年度の山部会の活動について 

 
■山部会の活動運営に向けて 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■山部会の来年度のＷＧ・活動について 

 

 

 

資料 3 

 

 

 

●今年度の各ＷＧの到達点を話し合い、全体会議に向けて作業を進めていく場合、だれがどのような

役割で進めるか、その分担について共有しましょう。 

 

●今年度が 3か年の 1年目であるため、残りの 2年間を考慮して各ＷＧを進めていく必要があります。

現在取り組んでいる各テーマに関連して、ご自身にとって興味があること、地域づくりでもっと知

りたいことがあれば教えてください。 

 

●その他、活動運営・体制に対しての意見やアイデアがあれば教えてください。 

例）活動頻度、流域全体で集まるしくみづくりや川・海との連携アイデアなど 

意見交換のポイント 

話し合い１ 今年度の到達点についての共有（３ＷＧのアウトプットイメージと来年度の活動方針） 

話し合い２ 3か年の活動成果について（各ＷＧの 3か年での到達点の共有） 

話し合い３ 他部会との連携（部会単独あるいは山・川・海との連携活動のあり方）について 

《来年度の活動運営にあたり共有したいこと》 

●来年度のＷＧの進め方について 

今年度、進めてきた成果を来年度に活かすために、来年度について大まかな計画をたてることが重要

です。4つのＷＧについて「なにを？」「どんな体制で？」「いつまでに？」やっていくかなど、山部

会メンバーで共有しましょう。 

ＷＧ なにを？  どんな体制で？ いつまでに？ 

山村再生担い手づくり     

森づくりガイドライン    

木づかいガイドライン    

山村ミーティング    

 

●ＷＧの検討に有意義と考えられる企画について 

山部会の各ＷＧのテーマにあう見学会等の企画やメンバーで訪れるとＷＧでの検討に有効と思う場

所等があればお教えください。また、川や海のメンバーと共有したい活動についても教えてください。 

《来年度のＷＧ・活動について》 

 

ここの部分について、 

今年度の活動成果（資料 2－1、2－2）を参考にしながら 

自由に意見を出し合いましょう。 

 


